
         

電子図書館、電子書籍、著作権の 

電子書籍コンテンツを精選してお届け致します 

電子図書館・電子書籍・著作権 

スマートフォンでも 
快適に閲覧可能 

未所蔵タイトルは試し読みやリクエストが可能。 
リクエストに基づく選書で利用される電子図書館に 

KinoDenは、紀伊國屋書店がご提供する学術和書電子図書館サービスです。 

読みやすいビューア、未購入タイトルも含めた全文検索、試し読み・リクエスト機能
など、長年の経験を活かし「本当に使われる電子図書館」をご提供致します。 

KinoDenのメリット 

書き込みやマークが出
来る！無料アプリ 

※実際の画面をご覧になりたい場合はお気軽に紀伊國屋書店までお問い合わせ下さい 

精選17タイトル 

同時アクセス１ 

 306,779円(本体価) 

 ※1点からご購入可 

No.KD0047 

2019年4月 



書名 Product　ID 出版社名
底本刊行

年月
フォーマット

同時

アクセス1

本体価

同時

アクセス2

本体価

同時

アクセス3

本体価

著者 ISBN

電子出版活用型図書館　プロジェクト KP00018921
出版メディアパル 201903 PDF ¥1,650 ¥3,300 ¥4,950

湯浅俊彦 9784902251692

権利処理と法の実務

デジタルアーカイブ・ベーシックス 1
KP00019385

勉誠出版 201903 PDF ¥7,150 - ¥9,900

福井健策【監修】

数藤雅彦【責任編集】
9784585202813

ポストデジタル時代の公共図書館 KP00001268
勉誠出版 201706 PDF ¥4,400 - ¥6,600

植村八潮/柳与志夫【編】 9784585200574

拝啓 市長さま、

こんな図書館をつくりましょう
KP00009979

みすず書房 201604 PDF ¥9,240 - ¥13,860

アントネッラ・アンニョリ【著】

萱野有美【訳】
9784622079378

デジタル・アーカイブとは何か

理論と実践
KP00001217

勉誠出版 201506 PDF ¥5,500 - ¥8,250

岡本真/柳与志夫【責任編集】 9784585200345

文化情報学　ガイドブック KP00004156
勉誠出版 201411 PDF ¥3,960 - ¥5,940

赤間　亮/鈴木桂子/八村広三郎/

矢野桂司/湯浅俊彦【編】
9784585200314

図書館を変える!

ウェブスケールディスカバリー入門
KP00013722

発行：ネットアドバンス／

出版：出版ニュース社

201601 PDF ¥6,600 - ¥9,900

飯野勝則 9784785201562

メタデータとウェブサービス

わかる！図書館情報学シリーズ 3
KP00001288

勉誠出版 201611 PDF ¥3,960 - ¥5,940

日本図書館情報学会研究委員会【編】 9784585205036

電子書籍と電子ジャーナル

わかる！図書館情報学シリーズ 1
KP00004413

勉誠出版 201411 PDF ¥3,960 - ¥5,940

日本図書館情報学会研究委員会【編】 9784585205012

8

データを管理・展開するためには、この最先端の知識が必要である。ウェブサービスがもはや生活・研究のインフラと

なって久しいが、情報資源の多様化やメタデータの作成環境の発展がそのサービスに大きな変化をもたらしている。メ

タデータによる書誌的記録管理や国際規格の現在を探り、検索エンジンやクラウド・コンピューティングの可能性を知

る。Europeana、CiNii、Google、Amazon…その基盤と展開。

9

図書館職員、学生、研究者必携！図書館情報学の最先端を、わかりやすく基礎から学ぶ。読書の新たな可能性

を切り拓く「電子書籍」、いまや研究者の必需品となった「電子ジャーナル」。図書館の枠組みに大きく影響を与える

新メディア、その基礎的な技術からメリット・デメリット、図書館における利活用のあり方まで丁寧に解説する。

6

デジタル技術で「文化」を分析する、新たな挑戦。浮世絵をコンピュータで統計的に解析、伝統芸能の動きをモー

ションキャプチャで分析…。情報技術の進歩が、新たな文化研究を巻き起こしている。この革新に、無縁ではいられ

ない！文理の壁を超える、最先端の研究者たちが集結。文化情報学を基礎から学ぶ人のためのガイドブック。

7

既に国内大学の14%が導入している、図書館の情報資源をGoogleのように一括で検索できるシステム、ウェブス

ケールディスカバリー(以下WSD)。本書は海外製品しかないWSDの「日本化」に挑戦した現役大学図書館員によ

る入門書。WSDの基礎知識はもちろん、図書館におけるクラウドサービスやビッグデータの活用、そして日本の図書

館&図書館員の未来像についても解説。次世代の図書館員を目指すなら必携の書。

5

構築から利活用まで、アーカイブに携わる全ての人へ贈る―増え続けるデジタル・アーカイブ。何を見せればよいのか。

どこを探せばよいのか。混迷の中にいる制作者・利用者のために、積み重ねた知恵と実例。Europeanaの起ち上

げ、東寺百合文書のWEB公開、電子図書館、そして国立デジタルアーカイブセンター構想……。新たな仕組み

は、ここから生まれる。

2

著作権、肖像権・プライバシー権、所有権…デジタルアーカイブをめぐる「壁」にどのように対処すべきか。実際の現場

においてさまざまな課題に取り組んできた法の専門家、実務経験者による最新の知見から、アーカイブ活動を円滑に

行うための俯瞰図とガイドラインを示すはじめての書。飛躍的な展開をみせるDA（デジタルアーカイブ）の世界を、

歩き、考えるための必読のシリーズ！

3

脱・「図書館」！？　その未来には、何が待ちうけているのか？ウェブの世界が席巻するなか、この20年間問われてい

たのは、情報の「ハブ」であるべき公共図書館のデジタル化だった。さらに時代は過ぎ、もはや議論は次の展開に入ろ

うとしている。先ずネットでしらべることが当然視される中で、公共図書館はどうあるべきか。本書はその問いに応えるた

めに、電子書籍市場の実態や米国図書館、日本の大学図書館との比較を通して、ポストデジタル時代に対応する

公共図書館の未来像を活写する。

NO 書影

内容紹介

1

立命館大学の「電子出版活用型図書館プロジェクト」の研究代表者である著者が、プロジェクトを通してゼミ授業や

大学院授業の高度化をめざした取り組みの成果報告書。立命館大学文学部において著者が取り組んできた、これ

からの電子出版と図書館、大学授業変革の試みの総括でもある。

4

インターネットの時代にこそ求められる公共図書館とは？世界の創造的な参考例を示しながら「知の広場」としての

新しい図書館像を提案する。



書名 Product　ID 出版社名
底本刊行

年月
フォーマット
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アクセス3
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NO 書影

内容紹介

越境する書物

変容する読書環境のなかで
KP00004633

新曜社 201108 PDF ¥6,149 - ¥7,920

和田敦彦 9784788512504

新しい知の創造　DHjp　No.1 KP00004403
勉誠出版 201402 PDF ¥3,520 - ¥5,280

編集部【編】 9784585203001

DHの最先端を知る　DHjp　No.2 KP00004404
勉誠出版 201403 PDF ¥4,400 - ¥6,600

編集部【編】 9784585203018

デジタルデータと著作権　DHjp　No.3 KP00004405
勉誠出版 201405 PDF ¥4,400 - ¥6,600

編集部【編】 9784585203025

オープンアクセスの時代　DHjp　No.4 KP00004406
勉誠出版 201407 PDF ¥4,400 - ¥5,280

編集部【編】 9784585203032

電子書籍ビジネス調査報告書　2018 KP00015357
インプレス 201808 PDF ¥224,400 - ¥448,800

インプレス総合研究所 9784295004585

EPUB戦記 KP00015989
慶應義塾大学出版会 201608 EPUBリフロー ¥9,240 - ¥13,860

小林龍生 9784766423631

電子書籍で生き残る技術 KP00005665
オーム社 201011 PDF ¥3,850 - ¥4,620

川崎堅二/土岐義恵 9784274068317

16

「このままでは、電子書籍の世界で日本語は滅びる」――。日本語の文化を地球規模の情報通信環境のなかで生

き延びさせるために立ち上がった技術者たち。その戦いは、日本語だけではなく、滅亡の危機に瀕する多くの言語利

用者にとっての、かけがえのない希望の灯となった。言語文化の多様性を次の世代のために死守する戦いの奇跡の

物語。

17

14

学術情報のオープンアクセス化が叫ばれる昨今。どのようなオープン化の流れが最も望ましいのか。論客たちが経緯・

現状を分析しながら、未来のあり方を探る。「DHjp」No.3では、「デジタルデータと著作権」と銘打ち、国立国会図

書館の近代デジタルライブラリーにおける電子版の公開停止と再開、これを基礎に著作権に絡む問題を取り上げ

た。「開く」と「閉ざす（守る）」という軸からすると、このテーマは「閉ざす（守る）」ことの意味を問う特集であった。今

回の特集「オープンアクセス」は、「開く」側からの議論とみなし、各執筆者の専門分野におけるオープンアクセスのあり

方と、将来の方向性について、紹介する。

15

2017年度の電子書籍市場規模は2,241億円と推計され、2016年度の1,976億円から265億円増加。電子

雑誌市場規模は315億円と推計され、電子書籍と電子雑誌を合わせた電子出版市場は2,556億円となり、市

場は拡大している。本調査報告書は、このような電子書籍市場について、市場規模分析や各関連プレイヤーの動

向、国内及びアメリカの電子書籍分野で理解すべき最新動向、ユーザーの電子書籍の利用動向など多角的に分

析している。なお、ユーザー調査においては、有料の電子書籍利用者を対象とした調査と、マンガアプリ利用者と対

象とした調査の二本立てで実施している。この一冊で電子書籍ビジネスを網羅的に理解できる調査報告書である。

12

欧米では、注目度でも、割り当てられる予算でも、立ち上がるサイトの数・動きでも、学会の規模でも、「DH」が隆盛

の学問となっている。「潮流」という言葉で表現をされるが、では日本国内はどうか、というと、遅れをとっている感があ

る。国内での「盛り上がり」がまだ伝わってきていない。DHはいまだ市民権を得るところまでは至らず、さらに、「DH」を

意味するところが各人各様であり、まとまって気勢を挙げる段にまだない、という点である。勿論、各大学でDHプログ

ラムは立ち上がってきており、日本にもその潮流が届いているのは間違いない。それをどう伝え、アピールするのか。

『DHjp』はこれから学問を志す若者達にDHという新たな潮流を紹介するものである。そこでまずは、彼らにDHの現

在を伝えたい。

13

2014年1月24日に京都大学で行われた緊急シンポジウム「近デジ大蔵経公開停止・再開問題を通じて人文系

学術研究における情報共有の将来を考える」。出版社からの申し入れによって国立国会図書館が、電子版の書籍

公開を停止した事例だが、この議論から、デジタルな文化・学術情報と著作権というさらに大きな問題が見えてくる。

情報のデジタル化・オープン化の凄まじい勢いの中で、法整備も実践も、全てが追いついていない。しかし、ほぼ全て

の人がインターネットを利用し、デジタルデータを管理する時代だ。デジタル世界の「秩序」は今、一体どうなっているだ

ろうか？そして未来はどうなるのか？デジタルな文化・学術情報と著作権、およびそこから派生する問題について、考

える。

10

本はなぜそこにあるのか、誰によって、どのようにしてそこにたどり着いたのか。このような問題意識から、著者ではなく運

んだ人という視点から、またどこで読むかという視点から、書物と読者の関係を問い直す「リテラシー史」。米国の図書

館の大量の日本語蔵書はいつどのようにして形成されたのか。海を越えて移動する書物の流れとそれに携わった

人々の関係を、電子時代の変容も視野に入れて辿り、新しい「知の流入史」を展望。

11

インターネットの普及で、情報通信のあり方、生活のあり方は一変しつつある。この一大変化の中で、学問・教育も

変化を避けては通れない。人文学にもデジタルの手法が持ち込まれ、変化する社会全体への対応が求められる。近

年、欧米を中心にデジタル・ヒューマニティーズ（DH）への注目が高まっている。この学問・方法論は、これまでの学

問に対して、人の能力の及ばない部分にまで深く掘り下げることもできれば、横断的な分析も可能にする。そこからは

これまでにない様々な発想が生まれるだろう。欧米では学会・シンポジウムが盛んで、研究に巨額の予算が付くことも

あるDHだが、日本では未だ潮流を十分に感じ取れない。しかし、ここ数年の間に、DHは大きな学問となっていくと予

想される。喫緊に、変化の時代に対応する学問の方法として、DHについて公の場で議論をする必要があると感じて

いる。「DH」というシリーズをその〈場〉として提供する。



◆ご注意 
・インターネット通信費などは図書館様にてご負担ください。 
・トライアル環境ではPDFの印刷、ダウンロードが出来ません。 
 

◆認証方法 
・IPアドレス認証（機関内ネットワーク限定） 
・以下リモートアクセスにも対応しています。 
 ①学認 
 ②リファラ認証：マイライブラリ等のクローズドな特定URLからのアクセス 
 ③シリアル認証：KinoDen個人アカウント（メール＆PW） 
         またはGoogle、Twitter、Facebookのアカウントと 
         専用シリアルコードの組み合わせによる認証。 
         シリアルコードは図書館による管理・通知。（30日有効期限） 

◆お申込み方法 
 最寄の営業部または以下へご連絡下さい。 

  申込書ご提出後、約10日間でセットアップ致します。 

ICT営業本部 電子書籍営業部  
TEL：03-5719-2501 Fax：03-5436-6921 
〒153-8504 東京都目黒区下目黒3-7-10   

ict_ebook@kinokuniya.co.jp 

学術電子図書館KinoDen  
無料トライアルのご案内 

選書支援システム 
SmartPLATON 

（紙との横断検索・試し読み可） 

スマートフォンでも 
快適に閲覧！ 

◆トライアル内容 
本番環境を1ヶ月間お試しいただけます。 
 ・搭載全コンテンツを「試し読み」できます。 
 ・選書支援システム＜SmartPLATON＞で、実際に発注できます。 
 →発注した書籍は、即時に「全文閲覧」できます。 
 ・リクエスト機能をお試しいただくことで利用者のニーズも掴めます。 


